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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

み
な
べ
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
対
し
て
町
民
の
皆
様
方

か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
今
年
こ
そ
は
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
思
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
昨
年
は
百
年
に
一
度
流
行
す
る
と
い
う
感
染
症

で
、
誰
も
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
や
行
事
の

中
に
も
活
動
延
期
や
中
止
、
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
、
皆
様
方
に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
新
た
な
福
祉
課
題（
ニ
ー
ズ
）
に
向
き
合
い
地
域
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
視
点
を
変
え
て
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し

て
と
い
う
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
無
観
客
で
開
催

さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
れ
か
ら
聖
火
と
い
う
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
五
十
年
前
に
結
成
さ
れ
たQUEEN

のTe  o toriatte

「
手
を
取
り
合
っ
て
」
が
流
れ
ま
し
た
が
、
「
手
を
取
り
合
っ

て
こ
の
ま
ま
行
こ
う
」
と
い
う
日
本
語
の
歌
詞
が
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
へ
の
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
で
感
動
し
ま
し
た
。

わ
た
く
し
個
人
の
所
感
で
す
が
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看

護
、
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
や
医
療
の
従
事
者
、
生
活
支
援

の
相
談
に
の
っ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
通
常
の
業
務
の

ほ
か
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
貸
付
の
対
応

や
、
地
域
福
祉
を
担
う
す
べ
て
の
職
員
が
、
マ
ス
ク
姿
で
お
互

い
の
口
元
の
笑
顔
が
見
ら
れ
な
い
不
安
な
日
常
の
な
か
で
個
々

の
職
務
に
忠
実
に
向
か
い
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
丑
去
寅

来
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
丑
年
の
次

に
は
寅
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。
「
寅
年
」
は
草
木
が
伸
び
始
め

る
年
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
自
分
自
身
の
家
族
を
守
り
、
周
囲
の

大
切
な
方
々
を
守
り
な
が
ら
、
健
や
か
な
日
々
を
こ
の
一
年
間

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
み
な
べ
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
「
誰
も
が
支
え
、
支
え
ら
れ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る

仕
組
み
」
の
理
念
の
も
と
に
す
べ
て
の
町
民
の
皆
様
が
身
近
な

地
域
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
誰
一
人
と
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

達
成
に
向
け
役
員
・
職
員
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
べ
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長 

小
谷
　
眞
千
子
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あなたの大切な人を守る
～普段の見守りをスマホで～

～ スマホで出来る見守り ～

仁木  豊様（清川）模範老人表彰
11月25日（木）に県民文化会館にて和歌山県老人クラブ連合会会長表彰式が開催されました。その
式典では、（清川）第一清寿会　仁木豊様が模範老人表彰を受けられ、受賞者代表としてお言葉を述べ
られました。
長年の老人クラブ活動への功績をたたえての表彰であり、今後もますますお元気で活躍されること
をお祈りしています。

【主な対象者】
「要支援・要介護認定があり、認知症と認められる者」

【受けられるサービス】
①見守り・安心シールの配布　②無線標識の貸与　③行方不明時等の捜索協力
④GPS機器の購入補助

※②無線標識の貸与によるサービスは町民の皆様のご協力が必要です。
　捜索協力依頼があった時に、認知症高齢者が持つ「電子お守り」（発
信機）に、アプリをダウンロードしたスマホが近づくと、アプリが自
動で高齢者の位置情報と検出時刻を公的な機関に発信する仕組みです。
アプリのダウンロードにご協力をお願い致します。

みなべ町長寿クラブ連合会

お問合せ先　役場　健康長寿課 (Tel：74-3337)

※アプリはPlay ストア・Apple ストアから無料でダウンロードいただけます。
※アプリにより個人情報が特定されることはありません。

App Store Google play

新しい認知症
高齢者等の
見守り事業の
お知らせ

電子
お守り

電子お守りを
自動で感知 !!
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　五穀豊穣や厄除けなどを願って正月にしめる注連縄。

丁寧に下準備をしたワラを使って慣れた手つきで一つ

一つ丁寧に編み上げていく大前さん。今回は、大前さ

んに注連縄への思いなどについてお伺いしました。

　注連縄作りは楽しいよ。20 代の頃から作るようにな

り、毎年５０本ほどの注連縄を編み、近所の人などに

配っています。人に喜んでもらえたら一番良い。それ

が自分の毎年の楽しみになっています。

　誰かに教えてもらったわけではなく、見たり聞いたりし、試行錯誤してオリジナルの注連縄を作っ

てきました。

　近所の人にもらった「だいだい」と山で採ってきた「ウラジロ」、和紙で作った「紙垂」をつけて

完成です。

　注連縄は自分で作って自分の家に飾ったら値打ちがあると思っていて、コロナ前は小学校や高城公

民館で注連縄づくりの講習会をしていました。注連縄の伝統を守り、きらさないように技術と文化を

伝え続けていきたいです。

大前智秀さん  高城（87歳
）おおまえ　としひで

注連縄を作り続けて半世紀以上

オリジナルの注連縄

伝えていきたい技術と文化

一番大変なのは、下準備。余分な
藁をとり、木でたたいて柔らかく
します。

中央にふくらみを出すために
３つの束を作り藁の中へ入れ
ます。

完成した時に崩れないように
よりをしっかりとかけるのが
ポイント！

しめなわ
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地域支え合い推進員だより
～みなべ町社会福祉協議会では生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）が活動しています～

　毎週水曜日に開かれている「夢サロン」の会場、晩稲介護予防センターは、常時開かれており、誰
でもいつでも気軽に来て、ゆっくりと過ごすことができる場所です。そのような場所で行われている
「夢サロン」にも他の地域から何人か来て楽しい時間を過ごされています。

通いの場紹介

「自分達の地域にも通いの場が欲しい」
ちょっとでも思った方は気軽にご相談ください！
（お問合せ　はあと館　橋本 ☎72-5611）

まずは
体験から！

ココがいいね！
好きな時に来て好きな時に帰ることがで
き、いろんな地域の人に会うことができ
る、そんな通いの場も魅力的ですね。

●通いの場名：
●日　　時：毎週水曜日１３時半～
●場　　所：晩稲介護予防センター
●内　　容：茶話会、体操
●参 加 費：無料

夢サロン

弁護士による無料法律相談
村上有司  弁護士１月21日（金）13：30～15：00

＊電話で予約ができます
  （TEL.72-5611）６人程度受付人数

社会福祉センターはあと館と こ ろ

と　　き

福祉みなべ　JANUARY 2022
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■社会福祉法人 みなべ町社会福祉協議会 はあと館
事務所・ヘルパー・ケアマネージャー

〒645-0002　和歌山県日高郡みなべ町芝447番地2

訪問看護ステーション
TEL.72-5611・FAX.72-5610
TEL.72-1377・FAX.72-5610

事務所・ケアマネージャー・デイサービス
〒645-0021　和歌山県日高郡みなべ町東本庄100
TEL.74-3069・FAX.74-8013

■南部川支所（ふれ愛センター内）

デイサービス TEL.72-5900・FAX.72-5901
■ゆうゆう館 〒645-0004　和歌山県日高郡みなべ町埴田1444-1

社会福祉協議会各事業所連絡先

【令和3年12月20日現在】

※貸出期間は原則3ヶ月です。

※貸出期間は原則３ヵ月です。

1
1
7
2
5
4

●ベッド（電動）
●ベッド（手動）
●車いす
●車いす（ふれ愛センター）
●エアーマット
●浴槽台

貸出用チャイルド在庫状況
●ベビーシート（0歳～1歳対応）
●チャイルドシート（0歳～4歳対応）

●体位変換マット
●杖
●松葉杖
●ポータブルトイレ
●シャワーチェアー
●吸引器

6
8
5
2
3
0

0
2

貸出用福祉用具在庫状況
はあと館

〔令和3年11月末現在（前月比）〕

国内の様々なボランティア活動に
対応した保険です。
※天災プランは地震・噴火・津波に対応した保険です。

保険料（掛金）

保険料
基本プラン

350円
天災プラン

500円

数字でみる、みなべ町の福祉数字でみる、みなべ町の福祉

ボランティア
保険とは？

（－13人）

（±0人）

（±0％）

（±0人）

12,137人

4,043人

33.3％

432人

み な べ 町 人 口

65歳以上の高齢者

高 齢 化 率

ボランティア保険加入者数

譲ります譲ってください掲示板

寄付のご報告とお礼

不要になった介護・育児用品、家具類
等を今、必要とされている方へ

《登録状況：令和3年12月１５日時点》
※最新情報はHPへ掲載しています。

お申込み・お問合せ みなべ町社会福祉協議会
TEL：72-5611

譲りま
す!

ベビーベッドファンヒーター

譲って
くださ

い!

南部仏教会（会長：畑﨑周定住職）様より、
旧南部町内で行った托鉢を歳末たすけあい募金
としてご寄付いただきました。
いただいた募金は地域福祉の為（生活困窮者
に対する支援、貸出用福祉用具の整備等）に、
活用させていただきます。
ありがとうございました。
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20221月
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休み

ふれ愛

● はあと館開催
▲ ふれ愛センター開催
★ はあとカフェ開催

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

福祉カレンダー

■給食サービス

南
部
南
部
川

3

休み

ふれ愛

9

休み

ふれ愛

8

はあと館

ふれ愛

7

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

4

ゆうゆう館

ふれ愛

5

ゆうゆう館

ふれ愛

6

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス ■給食サービス ■給食サービス

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

10

ゆうゆう館

ふれ愛

16

休み

ふれ愛

15

はあと館

ふれ愛

14

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

11

ゆうゆう館

ふれ愛

12

ゆうゆう館

ふれ愛

13

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス ■給食サービス ■給食サービス

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

17

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

18

ゆうゆう館

ふれ愛

19

ゆうゆう館

ふれ愛

20

ゆうゆう館

ふれ愛

26

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス ■給食サービス ■給食サービス

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

南
部
南
部
川

23

休み

ふれ愛

22

はあと館

ふれ愛

21

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

30

休み

ふれ愛

29

はあと館

ふれ愛

28

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

■給食サービス

南
部
南
部
川

25

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス ■給食サービス

南
部
南
部
川

27

ゆうゆう館

ふれ愛

■給食サービス

南
部
南
部
川

●みなべ町長寿クラブ
　連合会　気功教室
　9：30～

●弁護士による法律相談
　はあと館
　13：30～15：00

▲おれんじの日 13：30～

1

休み

休み　

■給食サービス

南
部
南
部
川

31
ゆうゆう館
ふれ愛

■給食サービス
南
部
南
部
川

24
ゆうゆう館
ふれ愛

■給食サービス
南
部
南
部
川

日　　時：令和3年 1月11日（火）13時半～
場　　所：ふれ愛喫茶（東本庄100）
参 加 費：無料（飲み物100円）
内　　容：大崎真澄さんによるアコーディオン演奏
　　　　　「懐かしのメロディー
　　　　　　　　　　　　　アコーディオンと共に」
問合せ先：地域包括支援センター　74-8065
　　　　　みなべ町社会福祉協議会　72-5611

認知症の人や家族の方、地域の方、どなたでも気軽に
参加できる場所です。毎月10は

おれ
んじの日

ひといき
つきませんか
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ふくしトピックス
1

＜田辺市＞　櫨原　一心 くん（1歳）
は ぜ は ら い っ し ん

お母さんからひと言：
いつも楽しませてくれてありがとう！

KIDSルームあいあい

令
和
３
年
11
月
１
日
〜
30
日
ま
で

了
承
を
頂
い
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　外出に不便を感じている方を、みなべ町内の目
的地へ送迎するサービスです。

■利用できる方
みなべ町内に居住する概ね65歳以上の方で、
（１）自力で車への乗降、移動できる方、自らの判

断で買い物等ができる方   
（２）免許返納等で運転ができないなど、外出する

ことに困っている方 
（３）その他、社協会長が特に必要と認めた方 

■利用料及び利用時間
　1回（往復）、お一人500円。４時間以内でのご利
用お願いします。

■利用方法
利用するには登録が必要です。
まずは、下記へお問い合わせください。

＜連絡先＞
社会福祉法人 みなべ町社会福祉協議会
　　　　　　 TEL：0739-72-5611　

お出かけ支援サービス
はじまってます

お
お
ま
え　
　

た
く　
や

　

あ　

ま　　
　

よ
う
い
ち

お
か
も
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や
す
ひ
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お
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し
げ
る

し
ょ
う
じ　
　　

か
ず　
え

つ
き
や
ま　
　

し
げ
か
ず

た
か
が
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ま
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よ

き
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よ
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お

な
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え
い
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